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ワールド・ツーリズム・バロメーターについて 

 

ワールド・ツーリズム・バロメーターは、世界観光機関（UN  

Tourism）が定期的に発行している刊行物で、短期的な観

光動向を継続的にモニタリングし、国際観光に関する最新の

分析を世界の観光関係者に提供することを目的としていま

す。 

本資料は年に数回更新され、観光受入国・地域（インバウンド

観光）および旅行者の送出市場（アウトバウンド観光）に関す

る最新データの分析を掲載しています。 

また、UN Tourism 専門家パネルによる調査に基づいた

「信頼感指数（コンフィデンス・インデックス）」を年 3 回収録

しており、国際観光における直近の実績評価および短期的な

見通しを示しています。 

UN Tourism 事務局は、本「世界観光バロメーター」の作成 

 

http://www.untourism.int/
http://www.untourism.int/un-tourism-publications
http://www.untourism.int/market-intelligence
http://www.untourism.int/market-intelligence
https://doi.org/10.18111/wtobarometereng
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本報告書は、UN Tourism 事務局エグゼクティブ・ディレク

ターのゾリツァ・ウロセヴィッチ氏の総括のもと、市場インテ

リジェンス・政策・競争力部門が、同部門ディレクターのサン

ドラ・カルヴァン氏の監督を受けて作成しました。 

執筆者は（アルファベット順に）フェルナンド・アロンソ、ミシェ

ル・ジュリアン、ハビエル・ルエスカスの各氏です。データは、

各国の公式情報源に基づき、観光市場インテリジェンス・デー

タベースおよび観光統計データベースから収集されました。 

過去号を含む詳細な情報については、以下のウェブサイトを

ご覧ください。 

www.e-unwto.org/loi/wtobarometereng 

また、本報告書に関するご意見・ご提案は、

barom@untourism.int までお寄せください。 

 

 

本号のデータ収集は、2025 年 11 月 21 日に完了しまし

た。 

次号の「世界観光バロメーター」は、スペインで開催される観

光見本市「FITUR（2026 年 1 月 21 日～25 日）」の開催

にあわせて公表される予定です。 

本資料の 1～5 ページは「世界観光バロメーター」の抜粋版

です。全文は、UN Tourism 会員および購読者向けに、UN 

Tourism 電子図書館（www.e-unwto.org）にて無料で

閲覧可能です。 

本リリースは英語版で提供されており、統計付属資料

Statistical Annex は英語、フランス語、スペイン語で提供

されています。 

 

 

インバウンド観光 

2025 年 1～9 月の国際観光客到着数は 5％増 

 

⚫ 2025 年 1～9 月の国際観光客到着数（宿泊を伴う旅

行者）は、前年同期比で 5％増加し、コロナ前の 2019

年比でも 3％上回った。 

 

⚫ 9 月までに国境を越えて旅行した観光客数は 11 億人

を超え、2024 年の同時期より約 5,000 万人多かっ

た。 

 

⚫ 観光サービス分野での高インフレや、地政学的・通商上

の緊張による旅行者心理の不安定さがある中でも、年

間を通じて堅調な旅行需要が続いたことを反映してい

る。 

 

⚫ 第 3 四半期は、北半球の夏季シーズンにおける強い需

要を背景に、2024 年比で 4％の増加となった。 

 

⚫ IMF（国際通貨基金）が 2025 年 10 月に公表した「世

界経済見通し（WEO）」によると、世界経済成長率は

2025 年に 3.2％、2026 年に 3.1％と予測されてい

る。これは、同年 4 月版 WEO で示された予測（2025

年 2.8％、2026 年 3.0％）から上方修正された。 

 

⚫ 一方で、見通しが明るい中でも、一部の経済では成長鈍

化の兆しが見られる。政策の不確実性の長期化、保護主

義の強まり、労働供給のショックなどが、短期的な成長

を抑制する可能性がある。 

 

⚫ 世界全体のインフレ率は、2025 年に 4.2％（2024

年は 5.8％）、2026 年に 3.7％まで低下すると見込

まれている。ただし、サービス分野のインフレは、長期平

均および総合インフレ率を依然として大きく上回ってい

る。 

 

 

https://www.untourism.int/tourism-statistics/tourism-statistics-database
http://www.e-unwto.org/loi/wtobarometereng


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別動向：アフリカが引き続き最も高い成長を記録 

• 入手可能な限定的なデータによると、2025 年最初の

9 か月間におけるアフリカの国際観光客到着数は前年

比 10％増加した。北アフリカ（＋11％）およびサハラ以

南アフリカ（＋10％）のいずれも、2 桁成長を記録した。 

 

• 世界最大の観光目的地域である欧州では、2025 年 1

～9 月に国際観光客数が 6 億 2,500 万人に達し、前

年同期比で 4％増加した。第 3 四半期は、夏季シーズン

の好調を反映し、欧州のすべてのサブリージョンで堅調

な結果となった。2025 年最初の 9 か月間では、西欧

（＋5％）および南部・地中海欧州（＋3％）が力強い伸び

を示した一方、北欧（－1％）は比較的緩やかな結果とな

った。中・東欧は引き続き力強く回復（＋8％）している

ものの、到着数は依然として 2019 年比で 11％下回

っている。 

 

• 米州全体では 9 月までに 2％の成長を記録した。第 1

四半期および第 2 四半期は 3％増であったが、第 3 四

半期はわずかに減少（－1％）した。サブリージョン別で

は結果にばらつきが見られ、南米（＋9％）が 2025 年

最初の 9 か月間で最も高い成長を示した（第 3 四半期

は横ばい）。北米（－1％）は、米国およびカナダでの小

幅な減少を背景に低調な結果となった。中米は 9 月ま

でに 3％増加し、カリブ海地域（＋1％）は比較的緩やか

な成長にとどまった。 

⚫ 中東地域の国際観光客到着数は、2025 年 1～9 月に

前年同期比で 2％増加した。これは、パンデミック前の

2019 年と比べて 33％増となり、2019 年比で見た

場合、地域別で最も高い回復・成長率を示している。 

⚫ アジア太平洋地域の到着数は、2025 年最初の 9 か月

間に 8％増加し、パンデミック前水準の 90％まで回復

した（2019 年 1～9 月比では－10％）。回復が続く中

で、北東アジアは前年同期比 17％増と際立った伸びを

示したが、依然として 2019 年比では 12％下回って

いる。 

⚫ 2025 年 1～9 月における到着数の伸びが特に高かっ

た国・地域には、ブラジル（2024 年比＋45％）、ベトナ

ムおよびエジプト（ともに＋21％）、エチオピアおよび日

本（ともに＋18％）が含まれる。南アフリカは＋17％、

スリランカおよびモンゴルはともに＋16％、モロッコは

＋14％となっており、これらのデスティネーションはい

ずれもすでに 2019 年水準を上回っている。 

⚫ 国際航空運送協会（IATA）によると、国際線の航空旅

客需要（RPK）は、2025 年 1～9 月に前年同期比で

7％増加した。国際線の供給量（ASK）も同期間に 6％

増加している。 

⚫ 宿泊施設の世界平均稼働率は、2025 年 9 月に 68％

に達し、2024 年 9 月と同水準となった（STR データ

に基づく）。 

多くのデスティネーションで堅調な訪問者消費 

 

• 国際観光収入に関する月次データによると、2025 年

9 月までの期間、多くの国・地域で訪問者による消費が

堅調に推移している。2025 年最初の 9 か月間におけ

る観光収入の伸び率では、日本（＋21％）、ニカラグア

（＋19％）、エジプト（＋18％）、モンゴルおよびモロッコ

（ともに＋15％）、ラトビア（＋13％）、ブラジル（＋

12％）、フランス（＋9％）などが高い実績を示した。 

 

• また、米国（8 月までで＋7％）、フランス（＋5％）、ドイ

ツおよびイタリア（ともに＋4％）といった主要市場に加



え、スペイン（8 月までで＋15％）や韓国（＋7％）など、

一部の大規模送客市場においても、海外旅行支出の力

強い需要が確認されている。 

 

課題はあるものの、2025 年の成長見通しに沿った推移 

 

• 9 月までの実績は、2025 年 1 月版「世界観光バロメ

ーター」で示された、2025 年の到着数が前年比 3～

5％増加するとの予測と概ね一致している。 

一方で、旅行価格の高止まりや厳しい地政学的環境な

どの要因は、引き続き下振れリスクとして留意すべき課

題となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



業界指標 

 

2025 年 1～9 月の国際航空旅客輸送量は 7％増 

 

航空旅客動向 

• IATA（国際航空運送協会）によると、国際線と国内

線を合わせた世界の航空旅客輸送量（有償旅客キロ：

RPK）は、2025 年 1～9 月に前年同期比で 5％増

加し、2019 年比では 6％増となった。 

 

• 国際線の航空旅客輸送量は、2025 年最初の 9 か

月間で前年比 7％増加し、パンデミック前の水準も

7％上回った。これは、同期間の国際観光の好調（＋

5％）と軌を一にする動きである。なお、9 月の国際

旅客輸送量の伸びは、7～8 月と比べてやや鈍化し

た。 

 

• 地域別では、アジア太平洋地域が前年比 12％増

（RPK）と最も高い成長率を記録し、域内アジア路線

が成長を牽引した。続いて、中南米（＋9％）、アフリカ

（＋7％）、中東（＋6％）、欧州（＋5％）も堅調な伸び

を示した。一方、北米は国際 RPK で 2％増と比較的

緩やかな成長にとどまった。 

 

• 2019 年との比較では、2025 年 1～9 月にすべて

の地域がパンデミック前の水準を上回った。特に中南

米（＋16％）、中東（＋13％）、北米（＋9％）、アフリカ

（＋8％）、欧州（＋7％）で高い増加が見られた。アジ

ア太平洋地域は 2019 年比で 0.4％増となった。 

 

• 国内線の航空旅客輸送量は、2025 年 9 月までに

前年比 2％増となり、2019 年比では 11％増とパン

デミック前を大きく上回った。 

 

• 市場別では、ブラジル（＋11％）とインド（＋6％）が最

も好調で、日本（＋5％）、中国（＋4％）が続いた。一

方、米国の国内線旅客輸送量は前年同期比で 1％減

と小幅な減少となった。インドと中国（い 

 

• ずれも＋22％）、ブラジル（＋15％）、米国（＋ 

7％）、日本（＋6％）はいずれも、2025 年最初の 9

か月間でパンデミック前の水準を上回った。 

 

• 9 月の定期便数は前年同月比で 1％増と緩やかな伸

びにとどまったが、10 月および 11 月には、いずれ

も前年比 3％増へと加速する見通しである。 

 

航空供給量（エア・キャパシティ） 

• IATA（国際航空運送協会）によると、世界の国際航

空座席供給量（有効座席キロ：ASK）は、2025 年 1

～9 月に前年同期比で 6％増加し、2019 年比でも

6％増となった。 

 

• 2025 年最初の 9 か月間における国際 ASK の伸

びは、中南米およびアジア太平洋地域（いずれも＋

11％）が最も高く、次いでアフリカ、欧州、中東（いず

れも＋5％）が続いた。北米は＋2％と比較的緩やか

な増加にとどまった。 

 

 

• 国内線の航空座席供給量（ASK）は、2025 年 9 月

までに前年比 2％増加した。市場別では、ブラジル

（＋9％）とインド（＋8％）が高い伸びを示した。 

 

宿泊施設 

• STR によると、2025 年 9 月の世界の宿泊施設稼

働率は 68％となり、2024 年 9 月（71％）をやや

下回った。地域別では、欧州が 79％と最も高く、次

いで中東（68％）、アフリカ（67％）、アジア太平洋

（65％）、米州（63％）となった。 

 

• サブリージョン別では、北欧が 83％と最も高い稼働

率を記録した。続いて、西欧（76％）、中・東欧

（74％）、オセアニア（73％）、北アフリカ（72％）も、

世界平均を上回る水準となった（地域区分は STR の

分類に基づく）。 

 

• 業界指標に関する詳細データについては、UN 

Tourism データ・ダッシュボードを参照されたい。 

 

https://www.untourism.int/tourism-data/un-tourism-tourism-dashboard


 

経済見通し 

 

不安定な環境の中で、2026 年の世界経済成長率は約

3％の見通し 

 

• 国際通貨基金（IMF）が 2025 年 10 月に公表した

「世界経済見通し（WEO）」によると、世界経済の成長

率は 2025 年に 3.2％、2026 年に 3.1％と予測

されている。 

 

• これは、2025 年 4 月版 WEO で示された予測

（2025 年：2.8％、2026 年：3.0％）から上方修正

された一方、2024 年の成長率（3.3％）からはわず

かに低下する見込みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 全体として見通しは概ね前向きであるものの、保護

主義の強まりや分断の進行といった新たな環境に経

済や市場が適応する中で、先行きは依然として不安

定な状況が続いている。2025 年前半の経済活動を

下支えしていた一時的要因、特に関税引き上げを見

越した前倒し輸入（フロントローディング）は次第に弱

まりつつあり、年後半にかけては一部の経済で減速

の兆しが見られる。 

 

• 米国経済は、2024 年の 2.8％から減速し、2025

年は 2.0％、2026 年は 2.1％の成長が見込まれて

いる。一方、欧州連合（EU）は 2024 年の 1.1％から

持ち直し、2025 年および 2026 年はいずれも

1.4％の成長が予測されている。中国の GDP 成長

率は、不動産バブル崩壊から 4 年が経過した現在も

先行きが弱く、2024 年の 5.0％から低下し、

2025 年は 4.8％、2026 年は 4.2％と見込まれ

ている（IMF）。 

 

• 世界全体のインフレ率は、2024 年の 5.8％から低

下し、2025 年に 4.2％、2026 年に 3.7％になる

と予測されているが、その低下ペースは国・地域によ

って異なる。米国とユーロ圏では、2025 年にそれぞ

れ 2.7％、2.1％まで低下する一方、日本と英国では

上昇が見込まれている。サービス分野のインフレ率は

引き続き総合インフレ率を大きく上回っており、観光

サービスのインフレ率は、2024 年の 8.0％から低

下するものの、2025 年は 6.8％と予測されている

（2025 年 9 月号「世界観光バロメーター」）。 

 

• 国際貿易は、2025 年に 3.6％成長すると見込まれ

ており、これは 2025 年 4 月版 WEO の 1.7％か

ら大幅な上方修正となる。各国と米国との間で貿易

協定が交渉され、関税が想定より低く抑えられたこと

が背景にある。2026 年には、前倒し輸入の減少な

どを要因として、国際貿易の成長率は 2.6％に減速

すると予測されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際通貨基金（IMF）が公表した**2025 年 10 月版「世

界経済見通し（World Economic Outlook：WEO）」**

については、以下をご参照ください。 

www.imf.org/en/publications/weo 

http://www.imf.org/en/publications/weo


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

以下のページには、UN Tourism が各国の関係機関から

収集した国際観光客到着数、国際観光収入および支出、国

際収支における国際観光など、観光関連指標に関する詳

細な統計表が掲載されています。 

これらの表は、年次データに加え、現在入手可能な月次ま

たは四半期データを反映しています。多くのデータは暫定

値であり、今後修正される可能性があります。データの詳

細については、本付属資料の末尾にある「方法論上の注

記」をご参照ください。 

なお、以下のページに掲載されている統計表は、『ワール

ド・ツーリズム・バロメーター』の無料抜粋版には含まれて

いません。全文は電子版として販売されているほか、UN 

Tourism の会員および購読者は UN Tourism 電子図

書館（Elibrary）を通じて無料で閲覧できます。 

• 英語版：www.eunwto.org/content/w83v37 

• フランス語版 www.eunwto.org/content/t73863  

• スペイン語版：www.eunwto.org/content/rn1422 

 

 

略語および記号の説明 

*：暫定値／暫定データ 

|：系列または算出方法の変更 

..：数値またはデータが（現時点では）入手不可 

n/a：該当なし 

mn：百万（1,000,000） 

bn：十億（1,000,000,000）【※スペイン語では「miles de 

millones」】 

trn：兆（1,000,000,000,000）【※スペイン語では「billones」】 

期間区分 

Q1：1～3 月 

Q2：4～6 月 

Q3：7～9 月 

Q4：10～12 月 

T1：1～4 月 

T2：5～8 月 

T3：9～12 月 

H1：1～6 月 

H2：7～12 月 

YTD（年初来） 

YTD（Year-to-date）は、データが入手可能な期間について、前年同期

間と比較した増減を示す。（サブ）地域別合計値は、データが利用可能な

国の動向を基に当該（サブ）地域全体を推計した概算値である。 

国際観光客到着数の系列 

• TF：国境で計測された国際観光客到着数（同日往復客を除く） 

• THS：ホテルおよび類似施設での国際観光客到着数 

• TCE：集合型観光宿泊施設での国際観光客到着数 

• VF：国境での国際訪問者到着数（観光客および同日往復客） 

• NHS：ホテルおよび類似施設における国際観光客の宿泊数 

• NCE：集合型観光宿泊施設における国際観光客の宿泊数 

※ 網掛けされた順位番号は、2019 年と比較して順位が上昇したこと

を示す。 

国際観光収入・支出の系列 

• 特に記載がない限り、すべての増減率（％）は、各国通貨ベース

の季節調整を行っていない系列から算出。 

• $：米ドル表示 

• €：ユーロ表示 

• sa：季節調整済み系列 

※ 用語、定義および算出方法の詳細については、A-22 ページの「方法

論上の注記」を参照。 

目次 

• （サブ）地域別 国際観光客到着数 A-3 

• （サブ）地域別 国際観光収入 A-5 

• デスティネーション別 国際観光客到着数（上位

50）A-7 

• 国際観光収入（米ドル、上位 50）A-8 

• 国際観光収入（ユーロ、上位 50）A-9 

• 国際観光支出（米ドル、上位 50）A-10 

• 国際観光支出（ユーロ、上位 50）A-11 

UN Tourism の地域・サブリージョン別 詳細表： 

国際観光客到着数および観光収入 

• ヨーロッパ A-12 

• アジア・太平洋 A-14 

• 南北アメリカ A-16 

• アフリカ A-18 

• 中東 A-20 

• 国際収支（BOP）における国際観光 A-21 

• 方法論上の注記 A-22 

 

http://www.eunwto.org/content/w83v37
http://www.eunwto.org/content/t73863
http://www.eunwto.org/content/rn1422


 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



方法論上の注記 

 

データについて 

 

本号に掲載されている月次および四半期の統計は、各国・

地域の関係機関（例：国家観光局、統計局、中央銀行）から

報告された暫定データを基に、UN Tourism 事務局が取

りまとめたものです。これらのデータは、各機関のウェブ

サイト、プレスリリース、定期刊行物のほか、担当者との直

接の連絡、またはカリブ観光機構（CTO）、欧州旅行委員

会（ETC）、ユーロスタット、太平洋アジア観光協会

（PATA）などの国際機関を通じて収集されています。 

本号に掲載されている情報は、発行時点で入手可能なデ

ータに基づいています。今後、新たなデータが入手され次

第、『ワールド・ツーリズム・バロメーター』の次号以降にお

いて、予告なく更新または修正される場合があります。 

月次データを保有しているものの本号に掲載されていな

い国・地域につきましては、UN Tourism 事務局

（barom@untourism.int）までご連絡ください。 

観光統計の測定に関する主要な概念、定義、分類について

は、「観光統計に関する国際勧告 2008（IRTS 2008）」

をご参照ください。 

（www.untourism.int/methodology） 

 

国際観光客到着数データ 

 

UN Tourism の各地域別「国際観光客到着数」表では、

選定されたデスティネーションにおける動向を示す指標と

して利用可能な統計系列を採用しています。 

掲載されている月次データの系列は、各国が通常公表し

ている年次系列（例：観光客到着数の代わりに訪問者数や

宿泊数）と必ずしも一致するものではありません。また、航

空旅客数や特定の入国地点のみなど、観光フロー全体の

一部のみを対象としている場合もあります。詳細について

は「略語および記号の説明」を参照してください。 

地域別およびサブリージョン別の合計値は、各デスティネ

ーションの最新動向および入手可能なデータに基づき、

UN Tourism が推計したものです。 

フランスの国際観光客到着数データは、フランス本土（メト

ロポリタン・フランス）の数値に基づいています。 

2021 年 3 月号以降、アラブ首長国連邦（UAE）の国際

観光客到着数データは、ドバイのみではなく、UAE 全体の

数値を対象としています。 

ロシア連邦から提供された情報には、ロシア連邦が一時的

に占拠しているウクライナのクリミア自治共和国およびセ

ヴァストポリ市の統計データが含まれています。 

 

2025 年の増減率データ 

月次および四半期データを掲載した表には、通常の前年

同期比に加え、2019 年比での 2025 年の増減率も示

されています。これは、新型コロナウイルス感染症からの

回復途上にあった国・地域も多く、2025 年以前の数値が

特殊な状況にあったことから、パンデミック前の 2019 年

水準と比較可能なデータを提供する必要性に対応するも

のです。 

そのため、2025 年の成長率は 2024 年と比べると高く

見える場合がありますが、2019 年と比較すると実際に

は回復途上、あるいは伸びが限定的であるケースもありま

す。 

 

ランキングについて 

本統計付属資料に掲載されている国別ランキングは、

2024 年のデータに基づくものであり、一部の主要デス

ティネーションからのデータが未提出であるため、暫定的

なものとなっています。 

 

国際観光収入および支出データ 

 

各デスティネーションにおいて、国際観光による収入は国

際収支（BOP）におけるサービス輸出（「旅行」項目）として

計上され、宿泊、飲食、燃料、国内交通、娯楽、買い物な

ど、国際観光客による財・サービスの消費に関連するすべ

ての取引が含まれます。 

これらには、日帰り訪問者および宿泊を伴う訪問者の双方

によって生じた取引が含まれます。特に隣接国間では、国

境を越える日帰り訪問者による買い物支出が大きな割合

を占めることがあり、日帰り訪問者からの収入が相当額に

上る場合があります。 

国際観光収入（旅行）には、旅行者の居住国以外の企業と

契約された国際旅客輸送による収入は含まれていませ



ん。これらは別項目（旅客輸送）として計上されます。 

地域別およびサブリージョン別の合計値については、未報

告の国に関して、前年度の実績値および当該（サブ）リージ

ョンの動向を基に、UN Tourism が推計を行っていま

す。到着数データでは改訂が概ね相殺される傾向がある

のに対し、収入データは上方修正される傾向がある点に留

意が必要です。 

なお、中国に関する国際観光収入および支出のデータに

ついては、整合性および国際比較可能性を確保する観点

から、他国と同様に、国家外為管理局（SAFE）が公表して

いる国際収支（BOP）の「旅行」勘定における受取（クレジ

ット）および支払（デビット）の数値に基づいており、同局の

ウェブサイト

（www.safe.gov.cn/en/BalanceofPayments/in

dex.html）に掲載された情報を使用しています。 

 

さらに、「国際観光統計に関する国際勧告 2008（IRTS 

2008）」によれば、国際収支（BOP）における「旅行

（travel）」項目には、業務目的および個人目的の双方が

含まれます。 

業務旅行には、あらゆる種類の業務活動のために海外へ

渡航する者が取得する財・サービスが含まれます。 

個人旅行には、休暇、レクリエーションや文化活動への参

加、親族・知人訪問、巡礼、教育目的および保健・医療目的

など、業務以外の目的で海外へ渡航する者が取得する財・

サービスが含まれます。 

「旅行（travel）」項目には国際旅客輸送は含まれておら

ず、これは国際収支（BOP）において「輸送（transport）」

の下に別途計上されます。 

詳細については、「国際観光統計に関する国際勧告

2008（IRTS 2008）」

（www.untourism.int/methodology）および、IMF

「国際収支・国際投資残高マニュアル第 6 版（BPM6）」 

（www.imf.org/external/pubs/ft/bop/2007/b

opman6.htm）をご参照ください。 

また、2014 年以降のデータについては、UN Tourism

が公表しているデータと、中国文化・観光部（旧・中国国家

観光局）が作成しているデータとの間に差異がある点にも

留意が必要です。 

 

国際観光収入および観光支出のランキングについて 

 

国際観光収入のランキングの変動は、各観光地の相対的

な実績を反映するだけでなく、現地通貨の対米ドル為替レ

ートの変動も影響している点に留意する必要があります。 

同様に、国際観光支出のランキングの変化も、海外旅行に

おける支出額の増減を他国と比較した結果だけでなく、現

地通貨の対米ドル価値の変化を反映しています。 

2024 年の為替相場の動きは全体として穏やかで、米ド

ルはユーロに対してほとんど変動しませんでした。平均為

替レートは、2023 年の「1 米ドル＝0.925 ユーロ」か

ら、2024 年には「1 米ドル＝0.924 ユーロ」へとわずか

に変化したにとどまっています。そのため、ユーロ圏の観

光地がユーロ建てで得た観光収入を米ドルに換算する際

の影響はごく限定的でした。 

一方で、2024 年には日本円（▲7％）、韓国ウォン

（▲4％）、メキシコ・ペソ（▲3％）など、複数の通貨が米ド

ルに対して下落しました。これらを含む一部の観光地で

は、為替要因により、米ドル建てで表示された観光収入が

やや低く表れる結果となっています。 

 

為替レートとインフレ 

 

財務データはさまざまな通貨で計測されているため、相対

的な変動を正確に把握することは容易ではありません。観

光収入は通常、米ドルやユーロといった共通通貨に換算し

て表示されますが、多くの場合**名目価格（当年価格）**

で報告されるため、為替レートの変動やインフレの影響は

十分に調整されていません。 

為替レートの変動は、米ドル建てで報告される数値に年ご

とに大きな影響を及ぼす可能性があります。例えば、米ド

ルがユーロに対して上昇（ドル高）すると、世界全体の観光

収入を米ドル建てで表した場合、相対的に減少して見えま

す。逆に、米ドルが下落（ドル安）した場合には、米ドル建て

の観光収入は相対的に増加して見えることになります。 

為替レートの変動およびインフレの影響を考慮するため、

比較目的で米ドル建てで示されている国際観光収入につ

いては、各目的地の現地通貨に再換算したうえで、全体に

占めるシェアで加重し、さらに**該当するインフレ率を用

いて実質化（デフレート）**しています。 
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